
 

 

 

 

 

 

Date : 2018/10/20-10/21 Team : Team JLOC Driver : 1st 平峰一貴 2nd Marco Mapelli 

Class : 300 Class Car : Lamborguhini Huracan GT3 Circuit : Autopolis 

Qualify Position 8 

フリー走行では、路面状況がかなり悪く、まともに走れていなかったので心配していましたが、自分達の持っ

ている力は出し切った予選でした。若干、Marco 選手は攻めきれなかった部分があった様で、悔しい表情を浮

かべていましたが、それでもパワー不足が懸念されるオートポリスでは、上出来な予選だったと言えると自身

は考えていました。決勝では、しっかりポイントを持ち帰れるように、チームとミーティングを重ねました。 

Race Finished P13 

1stスティントを担当したのは自身。 

フォーメーションラップで懸命にブレーキとタイヤを温めました。 

そして、スタートした直後のターン 3 で他車に接触してしまい、大きくポジションを落としてしまいました。 

そこから懸命に追い上げましたが、なかなか、前の車両をパスしきれず。。。 

30lap 程で、Marco 選手に交代し、懸命に追い上げてくれた結果 13 位でフィニッシュ。 

決勝中のペースは、表彰台争いが出来ただけに、自身のスティントが原因で大きく流れを変えてしまったレー

スでした。チームの皆さんに、申し訳ないです。 

接触が無ければ、何処でフィニッシュしていたかは、計算すればある程度分かるだけに悔しい思いでいっぱい

です。 

Summery 

今大会も沢山の応援有難う御座いました！結果的には、なかなか流れを掴み切れませんでした。 

決勝のスタートでは、自身が接触してしまった事で全てを台無しにしてしまいました。 

本当にチームの皆様、スポンサーの皆様にも申し訳なく思っています。 

次戦は、Super GT 今年最後となるレース。最後は優勝をして締めくくりたいです。 

いつまでも、クヨクヨせず自分の失敗を受け止めて成長出来るように、これから準備にとりかかります！ 

この失敗を乗り越えなければ、自身にとって今後に繋がらないと強く思っています！ 

皆様、どうか最後まで応援そしてご指導の程、宜しくお願い致します！！！ 

平峰一貴/Kazuki Hiramine 
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